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長くだらだらと降りつづく雪との戦い

雌

，〆

‘、．‘－・‘

、工
i

積雪時の路上駐車はやめましよう
＼ 

雪の壁は

高速除雪をうけつけ

怠くなっている

_,. 

56年 ~ 

町のよ うす （） 内は 総人口 男 女
2月1日現在 対前月比 19,049(+ 4) 8.972(+ 8) 10,077(-4) 

転入転出出生死亡 世帯修敏
57 55 14 12 5,069(+17) 



年
体
行
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
む
い
凡
で
行
わ
れ
、
円
形

の
坐
昨
仰
と
キ

ャ
ン
ド
ル
の
神
絡
な
族
問
気
の
中
で
、

町
長
、
議
会
議
－u
k
、
教
育
委

H
・h
k
、
述
人
日
山
年
同
長
か
ら

成
人
者
に
対
し
て
、
悦
一
耐
と
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
成

人
の
日
党
も
新
た
に
式
典
を
終
え
ま
し
た
む

ひ
き
つ
づ
い
て
、
大
烹
正
仕
上
半
川

H
に
よ
る
郷
土

ぷ
能

「
旧
制
え
附
」
が
披
露
さ
れ
、
さ
・り
に
フ
ォ
ー
ク
タ

ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
泊
し
て
波
時
ど
交
流
を
涼
め
、

ト
セ
υ
主

に
記
念
行
・ゃ
を
終

f
し
ま
し
た
。

(2) 

紹 ’u'> 6 a 2向 10 8 
月 "I t毎月 I0日尭行｝

・．

1
月
同
日

引福
セ
ン
タ
ー

、

新
成
人
右
町
名
を
迎
え
て
あ
お
削
制

H
町
成
人
式
が
1
月
日
制
、
勤
労
青
少

キャンドルサービス（成人の火を手！こ「若者逮Jを合唱）

λふ＼ ＼、，、、
＝ζ＇ 

制

u町
で
は
、

i
H灯
時

H
の
成
人
式
の
席
上
、－
V

年
凶
川
動
や
よ
け
年
乍
級
、

地
肢
の
発
M
岐
に
功
紛
の
あ

っ
た
次
の
6
中引
の
U

ハ
ロ
ヰ
を

表
彰
し
ま
し
た
。

成人の日に

優良青年を表彰

出

井

勝

（大
家
庄
）

剥
川
義
明

（

”

）

上
村
裕
，
y
（山

崎

）

笹
版
消
杭

（必
筒
庄
）

耐
戊
柑
忠

（
H

）

小
林

一
幸

（笹

川

）

側.；，
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年
お
世
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願
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町
営
住
宅
駅
前
団
地
入
居
申
込
案
内

山叫
λ

引
駅
H

別
に
佳
設
中
・
の
、
第
三
崎
町

営
住
宅
駅
前
団
地
（家
賃
2
万
2
千
円

／
け－

f
一足
）
人
続
希
望
者
を
日
戸
募

集
し
ま
す
の
で
、

3
月
刊
日
ま
で
役
場

佳
設
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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敏

総

長
崎
小
太
郎

[ 16戸募集

平柳地内

鉄筋コンクリー 卜造

4階建 l棟

16戸
6帖、 6帖、4.5帖、便所
食堂兼台所、浴室、サ

ンルーム、ベランダ

65. 29m含

建設場所

信造

町営住宅団地平面図

戸数

室織 成

床面積

中
し
込
み
多
数
の
州
場
合
は
公
開
抽
選

い
た
し
ま
す
。

｛人
肘
者
資
絡
）

付
町
内
に
住
所
V
A
は
勤
務
州
場
所
ふ
有
す

る
有ω山
叫
に
川
射
し
、
V
A
は
M
Mし
よ
う
と

す
る
線
鉄
が
あ
る
こ
と
（
事
必
犬
上
婚
期

関
係
と
附
憾
の
争
梢
に
あ
る
者
、
そ
の

他
婚
捌
の
4
3
約
若
を
含
む
。）

け
政
令
で
定
め
る
法
措
小
の
収
入
の
あ
る

・｝ム
」。

剛
山
引
に
住
宅
に
附
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
お
で
あ
る
こ
と
υ

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
建
訟

諜

（
宮

3
1
1
1
0
υ

内
線
制
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ι
Q
X
u
d



ひ ・・…・ 現30 6寄・・・ ・・.~ to1,{ ~§j~月 21 ~ J~fj~ さ報一一一...・e・－あ自8~032 耳 8 月 8 6 r十
1113憎 蝋便物将司 IL>. 

申
告
書
は
3
月
時
日
ま
で
出
し
ま
し
ょ
う

町
県
民
税
申
告
相
談

税

務

課

昭
和
問
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
書

は
2
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
。

該
当
の
方
は
、
申
告
書
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
？
え
、
必
要
な
書
顛
を

添
え
て
、

3
月
日
日
ま
で
役
場
税
務
課

ま
た
は
各
農
漁
協
（
支
所

・
出
張
所
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
各
窓
口
に
申
告
書
の
投
入
箱
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
方
や
記
入
の
し
か
た
等
詳
細
に
つ
い

て
は
鋭
務
課
（宮
3
1
1
1
0
0内
線

お
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

初
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

マ
相
談
日
以
外
に
も
税
務
課
で
申
告

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申告相談日程（午前9時30分～午後4時）

Wl 日 I也 i足 キIJ J炎 ~ 土持

2月23臼(IJ) Ji: 尚 ii: I朝H町中央農協:Ji箇庄支所

24日（刈 II II 

251:1附 山 曲者 朝日町中央農協山崎支所

26臼（利 ，， ’I 

271:1闘 t!i 1~ 朝日町中央農協南保支所

3月2日01) 大 車ヒ I.I: 大家住農業協同組合

3日（刈 ，， ’f 

4 1:1 （村 i(I 朝日町役場

5日付d II II 

6日倒 II II 
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一
、
り
で

一
か
ま
一

一
日
日
一

－
・
‘
，

一

一
！

q
d一

－
a

d

内，‘

一

一
月
月
一

一

内

J

q

u
↑

固

定

資
産

課
税
台
帳
を

縦
覧
し
ま
す

昭
和
何
年
度
の
悶
定
資
産
鋭
の
基
本

と
な
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
価

格
等
が
登
載
し
て
あ
る
閤
定
資
産
課
税

台
帳
を
、
次
の
臼
紅
に
よ
り
関
係
者
の

縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
縦

覧
さ
れ
ま
す
主
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
縦
覧
の
場
所

朝
日
町
役
場
税
務
課

マ
縦
覧
の
期
間

3
月
2
日
か
ら
3
月
お
日
ま
で

マ
終
議
の
申
し
立
て

3
月

μ
臼
か
ら
4
月
2
8
ま
で

な
お
、
昭
和
白
年
度
の
固
定
資
産
の

価
絡
等
は
、
原
則
と
し
て
臼
年
庄
と
変

わ
リ
ま
せ
ん
が
、
昨
年
中
・
に
土
地
の
異

動、

・いか
um
の
新

m楽
等
が
あ
っ
た
州
場
合

に
は
、
変
．史
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
の

還
付
申
告
を

さ
れ
る
方
ヘ

魚
津
税
務
署

ょ
の
位
、
選
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
が
、
「
給
与
所
持
者
の
還
付
申
告

別
」と
二

般
用
」
の
二
つ
の
繰
式
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
あ
な
た
が
申
告
さ
れ
る

椋
式
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
事
前
に

送
付
し
な
い
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
場
合
は
、
お
手
数
で
も
あ
な

た
に
応
じ
た
申
告
用
紙
を
最
寄
り
の
税

務
署
、
市
町
村
役
場

（税
務
課
）
又
は

市
町
村
の
商
工
会
で
受
取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
、
統
務
署
以
外
の
相
談
場
附

（市

町
村
役
場
等
）
で
も
受
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
使
用
区
分
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

一
、
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
周

給
与
所
得
に
つ
い
て
年
末
調
整
を

受
け
た
人
の
フ
ち
、
他
に
ム
申
告
す
る

所
得
の
な
い
人
が
次
の
ト
キ
フ
な
理
由

で
源
泉
徴
収
税
制
の
還
付
を
受
け
る

と
き
。

川
雄
娘
、
医
療
費
、
寄
付
金
の
位

除
が
受
け
ら
れ
る
た
め

ω
住
宅
取
得
、
住
宅
貯
蓄
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
た
め
。

制
年
末
調
僚
に
よ
り
控
除
さ
れ

た
人
は
除
き
ま
す
。

ω
生
命
保
険
料
等
の
諸
控
除
や
欽

整
控
除
等
が
年
末
調
繁
の
際
に
も

れ
た
た
め
。

一一
、

一
一般用

的
記

一
以
外
の
人
で
た
と
え
ば
－
次

の
よ
っ
な
理
由
で
激
泉
徴
収
税
額
の

還
付
疹
H
A
X
け
る
と
き
。

川
給
与
収
入
の
ほ
か
に
利
子
配
当
、

原
材
料
な
ど
他
の
収
入
に
よ
る
所

q
d
n
u
n
v
 

得
が
あ
る
人
。

ω
年
の
中
途
で
退
職
し
、
昨
年
中

に
再
就
職
し
な
か
っ
た
人
。

(4) 

固
定
資
産
税
（第
四
期
分
）

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

民
話
紙
芝
居
を
利
用
し
よ
う

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
町
の
民

話
収
録
斑
と
、
収
録
さ
れ
た
民
話
を
紙

芝
居
に
製
作
す
る
班
と
、
ニ
班
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
出
来
上
が
っ
た
紙
芝
居

は
、
次
の
主
ヲ
な
も
の
で
す
。

保
育
所
や
、
施
設
、
会
合
等
で
発
表

し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
人
に

見
て
頂
き
た
く
、
皆
様
の
自
由
な
ご
利

用
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紙
芝
居
目
録

ー
日
升
天
の
松

2

い
も
あ
焼
け
た
ぞ
1

3

小
川
温
泉
の
由
来

4

し
じ
み
貝
の
川

5

お
せ
ん
お
と
し

6

え
い
ご
う
の
川

7

か
っ
ぽ
の
寺

8

し
よ
う
ぶ
池

9

や
ん
ち
ゃ
も
ん
平
兵
衛

連
絡
先
教
育
委
員
会
（
宮
2
1
1
1

0
4
）
へ
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年
金
だ
よ
り

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る

保

険

料

所
得
税
、
町

・
県
民
税
の
申
告
時
期

に
な
り
ま
し

rz

昨
年
i
川

l
uか
ら
ロ
月
山
日
の
聞

に
納
め
た
保
険
料
は
、
課
税
対
象
か
・
り

は
ず
さ
れ
ま
す
＠

こ
の
た
め
、
納
め
た
保
険
料
の
全
制

か
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
辛
子
の
で
、

あ
な
た
の
分
は
も
ち
ろ
ん
の
・
』
と
家
放

の
た
め
に
納
め
た
保
険
料
も
合
わ
せ
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
昨
年
6
月
末
で
終
了
し
た
特

例
納
付
の
保
険
料
（
過
年
度
分
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
た
、
一
ヵ
月
初
円
の
保

険
料
）
も
同
じ
で
す
の
で
申
告
も
れ
の

現30 6匂ひ…－さ報・…………あ広
...... llt'H032!l: 8月8臼
lR 3樋航便物12可

文
化
財
防
火
訓
練
行
わ
れ
る

｜
｜

中
町

常
光
寺

l
l

よ
る
l
月
初
日
は
会
向

一
斉
に
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し

て
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
諸
行
が
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
教
打
委

H
会
で
は
消
防
腎
と
協
力
し
、

同
日
午

前
凶
時
、
．常
光
午
雌
惚
よ
り
山
火
、
本
堂
に
延
焼
中
」
と

の
州
松
山
一
定
に
よ
リ
、
制
H
町
消
防
凶
第
．ム
分
凶
が
出
動
し
、

消
火
脱
水
訓
練
と
、

文
化
財
管
患
者
に

よ
る
町
指
定
文
化

財

「本
造
阿
弥
陀

加
米
半
倣
」
の
船

出
訓
練
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

な
い
よ
う
住
志
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
白
年
i
年
間
の
保
険
料

定
制
で
納
め
た
人

4
3、
8
3
0門

付
加
も
納
め
た
人

4
8、
6
30
川

なわね、

4
月
に
前
納
さ
れ
た
人
は
訓

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
討
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
＠

あ
な
た
も
付
加
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
ヵ
月
三
、

三
七
O
円
で
す
が
、
よ
り
官
同
い
年
金
を

お
望
み
の
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
付
加
保
険
料
は

一
ヵ
月
四
O
O

円
で
、
ど
な
た
で
も
凶
由
に
加
入
で
き
、

将
来
つ
け
る
主
齢

（通
算
在
齢
）
年
金

制
に
プ
ラ
ス
し
て
年
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
こ
の
年
金
制
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た

一
ヵ
月
に
つ
き
二
O
O円
の
わ

り
で
加
算
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
四
O
O円
で
、
ゆ
と
り
の

あ
る
将
来
多
義
き
ま
せ
ん
か
。

（ 豪雪対策緊急 ) 
i断倣のおしらせ ）

e’司．

.. 

こ
の
た
び
の
豪

雪
に
よ
り
経
営
の

安
定
に
支
障
を
生

じ
て
い
る
中
小
企

業
者
の
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、

県
で
は
左
記
の
緊

急
融
資
制
度
を
制

定
し
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ーじ
守
口

一
、
融
資
対
象
者

次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
で
あ

っ
て
商
工
会
長

（
又
は
町
長
）
の
認
定

を
ヲ
け
た
も
の
。

ω豪
雪
の
影
響
に
よ
り
最
近
一
ヵ
月

聞
の
売
上
高

（又
は
生
産
高
）
が
、
前

年
同
期
間
に
比
し
て
ゆ
%
以
上
減
少

し
て
い
る
も
の
。

ω鷲
古
に
よ
る
工
湯
、
店
舗
等
の
倒

峨
等
地
設
へ
の
被
害
が
著
し
い
も
の
。

二
、
融
資
条
件
等

川
資
合
積
途

・
事
業
資
金

ω
限
度
額

一
千
万
円
（
別
枠
）

ω
期
間

3
年
以
内
（
内
据
置
期
間

6
ヵ
月
以
内
）

海
外
移
住
説
明
会

3
月
6
日
（
金
）

午
後
6
時
1
9時

県
民
会
館
別
号
室

映
画
放
映
お
よ
び
海
外
移
住

の
説
明

カ
ナ
ダ

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
へ
海
外

移
住
歩
希
望
さ
れ
る
方
は
、

自
由
に
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、

当
日
は
背
年
海
外

協
力
隊
の
応
募
相
談
も
同
時

に
担行
い
掌
骨
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
県
総

務
部
総
務
諜

（宮
0
7
6
4
1
お
t
4

1
1
1

内
線
知
へ
）

と

き

内と

容ろ

そ
の
他

ω
利
率
・
年
日
%
以
内

同
信
用
保
証
、

保
証
付
と
す
る
。（
保

証
料
率
年
間
%
）

附
償
還
方
法
等
、

取
扱
い
金
融
機
関

の
例
に
よ
る
。

間

取
扱
期
間
同
年
l
月
刊
日
か
ら

は州年
3
月
別
日

三
、
手
続

商
工
会
長

｛又
は
町
長
）
の
認
定
轡

を
添
え
て
取
扱
い
金
融
機
関
に
直
接
申

し
込
む
。

詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
会
（
又
は
役

場
産
業
課
商
工
係

（宮
3
1
1
1
0
0

刊
日
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(5) 
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第

農
用
地
利
用
増
進
制
度

農
用
地
が
安
心
し
て
貸
せ
ま
す

手
続
き
は
簡
単

る
だ
ろ
う
か
な
ど
：
：・
ι

A
1
ま
て
の
農
地
法
の
も
と
に
よ
る
口

し
山
り
で
は
、

十
度
貸
し
出
し
た
ら
返

叫泌
が
慨
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
す
こ

と
を
た
め
ら
ゥ
た
り
、
行
し
て
も
ヤ
ミ

小
作
や
治
負
小
作
が
多
く
な
っ
て
い
ま

．ー，

申
し
込
み
は

2
月
お
固
ま
で

働
き
干
の
小
犯
で
従
業
を
や
め
た
い

か
農
地
は

F
似
し
た
く
な
い

ま
た
、
品
川
か
に
似
け
た
い
し
か
込
山
泌
が

不
安
だ
逆
に
、
仁
地
を
問
リ
て
川崎
松
紘
大
し

た
い
が
上
地
を
町
し
て
く
れ
る
人
が
い

こ
れ
で
は
、
せ
う
か
く
抗
し
て
も
よ

い
民
地
一か
あ
る
の
に
縦
し
作
リ
に
ょ
う

一0
朝
日
小
川
第

…
閣
団
四
ぽ
鷹
障
閣
直
層

が
縦
覧
さ
れ
ま
す

｜
｜
2
月
初
日
j

3
月
日
日
ま
で
｜
｜

ニ
の
は
ど
北
山
m．屯
刈

株

式

会

社

か

附

相

同

年

2
け
初
日
例
か
ら

一
ら
判
け
小
川
弟

一
・
部・

一党
中
也
刈
の

附
初
日
年
3
川
口
U
耐
ま
て

れ
佐
川
〔M
A州
に
係
る
修
正
陥
没
船
特
訓

｛た
ど
し
、
日
附
日
を
除
く
）

h

k
叩
u
A
H

いか中
J

町
に
従
山
さ
れ
ま
し
た
n

こ
の
調
合
川
は
、
次
の
袋
制
で
公

二
、
場
所
お
よ
び
時
同

れ

開

縦

む

い

た

し

ま

？

の

て

お

知

ら

せ

北

附
．屯
力
側
一川
北
談
所

円
い
た
し
ま
す

午
山
一
切
叫
利
分
か
ら

午
後
5
時
山
分
ま
て

一
、

期

間

（仁
川
叫
日
は
は
時
川
分
ま
で
｝

V
L－uv
・iv
pH
V弘
け
V
A
H
V
必
U
V
必円

さ…あ幸E広

一
発
電
所
O

て
生
産
性
を
悪
化
さ
せ
た
リ
、

機
械
設

資
が
多
く
な
り
す
ぎ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
ヤ
ミ
小
作
で
は
法
律
の
外
で
の

個
人
的
な
信
相
関
係
に
よ
っ
て
い
る
た

め
、
ひ
と
た
び
こ
じ
れ
る
と
法
的
に
は

厄
介
な
問
地
に
な
リ
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
も
っ
と
簡
単
に
、

し
か
し
一

心
し
て
農
地
が
日
し
出
せ
、
さ
ら
に
期

間
に
よ
っ
て
は
奨
励
金
が
文
給
さ
れ
る

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

け
口
し
佑
り
の
期
間
は
何
年
で
も
よ
く

三
年
と
か
六
年
と
い

勺
た
一
知
則
で
い
皿
…

mの
な
い
則
聞
を
中
心
と
し
て
い
ま

す
し
、
定
め
ら
れ
た
則
間
が
く
れ
ば

農
地
は
必
ず
返
し
ま
す
ν

け
小
作
料
は
同
町
祇
小
作
料
を
以
本
と
し

て
、
以
ん
納
得
の
い
く
制
と
し
ま
す
。

川
町
す
則
川
に
よ
り
健
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
ω

口
す
則
間
が

3
年
1
5年
以
下
で
は

川
ア
ー
ル
当
り

一
－M
川

6
年
以
上
で
は

山
ア
ー
ル
当
り
・

一万
川

主
給
与
れ
ま
寸
・

仰
い
し
こ
れ
は
契
約
川
の

．
川
の
み
の

附
み
切
り
料
と
し
て
え
給
さ
れ
る
も

の
で
す
‘

川
円

F
紙
社
、
は
附
引
で
、
所
定
の
巾
込
川

紙
を
町
へ
提
出
す
る
だ
け
で
す

こ
の
制
度
に
よ
っ
て

ヤ
ミ
小
作
の
明
文
化
を

以
卜
の
よ
・
7
に
日
し

T
に
非
常
に
布

利
な
制
伎
で
す
の
で
、
ニ
れ
か
ら
民
地

高
山
県
農
林
漁
業
然
の

一
環
と
し
て

県
農
林
漁
業
の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た

も
の
を
高
山
県
農
林
漁
業
仮
興
会

（会

長

・
中
沖
高
山
県
知
事
）
が
表
彰
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
の
功
労
者
に
三
枚

織
の
秘
附
利

一
氏
が
選
ば
れ
、
こ
の
ほ

ど
県
庁
に
お
い
て
表
約
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
必
則
氏
は
、
地
設
刷
ぷ
農
家
と
し
て

地
区
に
お
け
る
農
業
の
情
造
改
善
に
川
内
、

力
さ
れ
、
ま
た
山
山
県
地
設
園
芸
研
究

会
長
と
し
て
川
町
下
の
野
菜
閥
北
京
農
家
の

叫

を
代
れ
そ
っ
か
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
同
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
他
の
快
純
と
し
て

一
・
二
年
前
か
ら
ヤ
ミ
小
作
に
出
し
て
仰
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
い
。

黒

部

高

等

技

能

学

校

特
に
ヤ
ミ
小
作
は
こ
の
制
度
に
よ
ゥ

川
川
歯
根
』
己

SFF
民間

Z
－－白

ψ
爺山
V
Aニ
司
畠
ヲ

e
E
，

て
契
約
の
明
文
化
を
さ
れ
る
ト
刀
が
今
後

・・
i
1
E
d－－・ー
I

・e
・
－
－

の
た
め
に
も
な
る
と
々
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
借
手
は
町
の
平
均
川
崎
脱
以

ー
の
椛
営
農
家
が
必
要
で
あ
る
と
か
、

す
で
に
仕
円
か
ら
抗
し
て
あ
る
農
地
は
対

象
に
な
ら
な
い
と
か
い

っ
た
H

街
十
の
校

立
点
も
あ
り
ま
す
‘

な
お
河
川
し
い
こ
と
や
、
実
際
の
申
し

込
み
は
、
役
場
産
業
諜
内
、
農
政
係
（
宮

3

1
1
1
0
0
＠
3
3
）
農
業
会
民
会

ま
た
は
各
農
業
委

μま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

A
ー
が
の
作
付
か
ら
こ
の
制
皮
を
適
用

さ
れ
る
ん
の
中
し
込
み
期
限
は

2
H
m

H
て
す
“

中
し
込
み
川
紙
は
各
地
一肢
の
農
業
委

以
の
は
う
に
ゆ
川
附
し
て
お
り
ま
す
ω

藤

田

利

氏

富
山
県
農
林
漁
業
者

功

労

者

賞

受

賞

三
枚
橘

蔵
田
利

(6) 

鍛転職者を対象に、昭和田年4

月入校生を募集しています。

O募集科目等
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。
応
募
資
格
・
期
間

義
務
教
育
終
了
者
で
あ
れ
ば
年
令

・

性
別
を
問
わ
ず
3
月
2
日
開
1
同
日

榊
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

なわれ
、
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
製
…
部

向
等
技
能
学
校

（宮
0
7
6
5目
白
H

0
2
5
1
）
へ



同
吋

h
M
h

同国・

H
H市
青
年

η
給
こ
参
加
し
て

t

・・E
・，・・
2
τ
1
l
a，EE

〆’
M

」勘・門’’
w
z
d
ad－
咽
E
A
－

－
11

、

u－P
河
川つ［河
川つ
i
p
p司
h
M
b
h
μ
3h
d
h
叶同同円
何
回
目
ロ
h
ゴ

日私は
4
制
山
川
町
｝
は
、
制
批
判
家
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
ぷ
す
る
セ
ン
タ
ー
イ

ン
タ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
身
障
者
の
正
坊

を
日
比
叫
が
し
ま
し
た
a

制
人
の
従
業
以
の
っ
ち
別
人
が
身
障

い
れ
で
あ
り
、
屯
十
バ
系
統
ス
イ
ヴ
チ
や
従

話
関
係
機
械
な
ど
を
造
っ
て
い
ま
す
G

身
障
お
の
宇
校
、
機
能
副
似
施
設
も

川
附
設
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
評
価
さ

れ
て
い
る
悩
紙
工
場
で
す
。

埋
事
長
が
「
訓
練
を
や
り
、

一
人

ひ
と
り
に
過
合
し
た
機
械
や
補
助
具
を

作
れ
ば
正
常
な
人
と
同
じ
で
す
〕
と
述

べ
た
言
葉
が
感
動
的
で
し
れ
’
弔

メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
、
訟
を
含
め

5
人

が
市
長
を
表
敏
訪
問
し
た
た
め
、
団
員

の
み
の

eH主
市
内
研
修
が
で
き
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
の
市
庁
合
は
、
日
本
の

国
会
議
事
堂
の
よ
う
な
鐙
物
で
、
す
ご

く
会
撃
で
あ
り
、
日
本
の
市
庁
合
で
は

与
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
部
屋
や
が
業

（
カ
ジ
ノ
的
必
業
で
収
益
金
は
、
ワ
ェ
ス

テ
ィ
パ
ル
の
資
金
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
メ
ル
ボ
ル
ン
と
そ

｜
ウ
ェ
ル
の

2
ヵ
所
で
実
地
さ
れ
、
私

は
メ
ル
ボ
ル
ン
の
サ
ン
パ
リ
ィ
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
入
る
前
の
い
わ
ば

顔
合
わ
せ
パ

ー
テ
ィ
ー
は
、
ホ
ス
ト

家
族
の
中
か
ら
自
分
が
世
話
に
な
る
家

llil Iii o 6 il ? II I U II 
争議30 6号 ー・・・・ー....f~ tit （ ~圏内 I OllltiJI. 

成
川
中
山
ぷ
港
よ
リ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

一一
斗
｜
ジ
ラ
シ
ド
へ
い

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ン
ド
ニ

l
明
治
、

初
め
て
の
外
川
、
川
州
出
刊
で
心
が
れ
ど
る

と
日
う
よ
り
、

9
時
間
と
い
う
だ
の
公

旅
と
時
眠
不
足
の
た
め
、
疲
れ
、
シ
ド

ニ
ー
定
治
に
お
リ
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
で
は
3
机
・

4
組

｛A
F
凶

は、

4
組
ロ
山
町
一
編
成
別
名
の
聞
u
H
で、

白
井

勝

オペラハウス（シドニー）

族
会
』
見
つ
け
だ
す
と
一
言
・
7
題
’
川
で
行
わ

れ
、
犯
の
家
比
欣
が
見
あ
た
ら
ず
友
達
の

家
政
に
聞
い
て
見
る
と

「あ
な
た
の
家

紋
は
ま
だ
米
て
い
な
い
け
ど
、
必
ず
米

る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
伝
達
と
一
祁
に
会

食
し
て
い
ま
し
ょ
う
U
と
言
っ
て
く
れ

た
事
が
今
で
も
心
に
伐
勺
て
い
ま
す
c

犯
の
家
族
が
来
た
時
、
引
払
の
表
的
が

淋
し
さ
か
ら

一
変
し
、
川
る
い
気
持
ら

に
な
り
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
を
終
え
、
家
に
帰
っ
た

の
が
午
後
日
時
頃
、
娘
さ
ん
達
も
起
き

て
似
を
待
っ
て
い
て
歓
迎
し
て
く
れ
た

り
、
山
払
の
為
に
日
本
食
を
作
っ
て
く
れ

た
袋
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
式
ピ
ク
ニ

ッ

ク
を
家
族
そ
ろ
っ
て
つ
れ
て
い

っ
て
も

ら
っ
た
り
、
山
払
の
為
に
聞
い
て
も
・
匂
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

し
て
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
過
ご
し
た
我
が

家
を
あ
と
に
し
、
次
の
目
的
地
キ
ャ
ン

置薫16通じ怠くても…… オーストラリ戸の家康

ベ
ラ
へ
と
向
い
ま
し
た
匂

キ
ヤ
ン
ベ
ラ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
げ
郷
で
あ
り
、
各
同
の
大
使
館
等
が

ゆ
也
ち
並
び
、
別
年
だ
け
も
て
ば
よ
い
と

考
え
て
作
ら
れ
た
凶
会
や
野
川
測
の
1

日
以
上
も
あ
る
よ
・
7
な
人
工
湖
も
あ
り
、

都
市
川
川
副
館
で
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
が
ま

だ
、
間
桁
前
の
姿
か
ら
今
日
ま
で
の
姿

を
み
せ
ら
れ
、
日
本
で
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
倒
立
大
学

で
の
い
父
歓
会
で
は
、
午
υ
削
中
、
日
本
出
川

小
川
竹
の
授
業
参
観
を
し
た
り
、
で
い
以
と

の
対
談
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

学
長
と
の
対
談
の
時
は
‘
日
本
人
の
伝

以
上
に
日
本
の
が
を
知
ゥ
て
お
ら
れ
、

伝
達
団
員
が
、
日
本
を
勉
強
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
6

夜
は
、
大
学
内
で
、
コ
ー
ラ
ス

・
楽

総
減
炎
・
民
一
越
・
茶
道
・
聖
子
・
書
道
・

ク
ラ
フ
ト

・
凡
退
を
市
民
、
晶
子
生
に
微

減
し
ま
し
た
。

多
く
の
思
い
出
を
作
っ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
あ
と
に
し
て
、
ニ
ュ

l
ジ
ラ

ン
ド
へ
。

き
れ
い
な
杢
気
、
ま
わ
り
の
緑
が
人

の
心
を
や
わ
ら
げ
る
ニ
ュ

l
ジ
ラ
ン
ド

は
、
人
U
抑
．
万
人
に
対
し
て
羊
が
そ
の

約
加
仙
川
、

6
子
制
万
組
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
羊
の
凶
ニ
ュ
｜
ジ
ラ
ン
ド

と
い
え
ま
す
。

オ
ー
グ
ラ
ン
ド、

ケ
ン
ブ
リ
ゾ
ジ
、

ロ
ト
ル
ア
と
回
っ
た
訳
で
す
が
、
ケ
ン

ブ
リ
ゴ
ン
で
は
、
一
泊
二
日
の
目
桜
で

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
（
農
家
で
民
宿
）
を

行
い
ま
し
た
ゆ
紅
と
友
達
2
人
で
行

勺
た
家
は
、
叶
ト
湖
州
を
制
う
農
家
で
、

山
町
、
パ
ハ
さ
ん
と
ぷ
し
て
い
る
と
「
何

放
農
業
に
従
が
し
な
い
の
か
い
と
い怒
ら

れ
た
り
、
ジ
ョ

l
ダ
ン
を
い
っ
た
り
朱

し
い

2
目
別
で
し
た
が
‘

側
、
叩
時
集

合
だ
か
ら
と
い
・
7
と、

5
分
で
集
合
地

に
つ
く
か
・じり
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
も
ヲ
と

い
勺
て
コ
ー
ヒ
ー
を
だ
し
て
く
れ
た
の

が
、
州
9
時
日
分
て
こ
の
と
き
．
ニ
ュ

l
，ン
ラ
ン
ド
人
の
時
間
の
ル
ー
ズ
き
が

日
に
つ
き
ま
し
た
内

2
判
山
間
の
旅
は
、
ま
た
た
く
聞
に
終

わ
リ
、
多
く
の
思
い
山
山
と
、

J
船
棋
は
泊

じ
な
く
て
も
、
友
達

｛家
政
）
と
－
一り
ヲ

大
差
な
お
み
や
げ
を
も
勺
て
保
ゥ
て
き

ま
し
た
。

．トン一フジユ二
基
九

国の羊

内

3
n
U噌
l
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火
災
予
防
条
例
が
・ーーーー晶

部
変
わ
り
ま
し
た

II 
昭
和
町
年
ロ
月
幻
自
施
行

1
1

よ
く
続
ん
で
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

さ

ロ
月
議
会
に
お
い
て
朝
日
町
火
災
予

防
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ほ
月
泣
日

か
ら
地
’
打
さ
れ
ま
し
た
る

改
正
の
主
な
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
生
活
綴
式
の
変
化
に
よ
リ
火
を
使
用

す
る
設
備
・
器
具
は
憐
造
の
複
雑
化
多

帰
化
し
て
き
て
い
ま
寸
。

出
火
防
止
を
絃
大
の
目
的
と
す
る
火

災
予
防
の
観
点
か
ら
そ
の
設
備
及
び
総

什パ
ご
と
に
日
体
的
な
ぷ
沢
打
法
を削叫ん必

し
ま
し
た
む

報…－…・・…あ

炉
・
か
ま
ど
の
点
検
・
補
修

．i
一場
、
作
業
所
の
出
併
が

・
加
熱
一か

等
の
仁
忠
一
川
氏
品
川
仁
川
の
仰
向
け
も

の
川
村
r
．
什
山
広
川
の
ふ
ろ
か
ま
浮
て
灯

油
、
不
明
抽
等
φ
佐
川
す
る
ぷ
仙
の
山
…倹
－

um修
会
泊
以
…
糾
お
か
行
－7

．．制IUJ2118 H 8 IJ・・・・－－・・・一一－ 行・
司u憎 鮒ff'l司.（？DJ ’u. 

ふ
ろ
が
ま
・
温
風
暖
房
機

一
般
・
不
足
や
小
川
成
以
下
事
的
で
佐
川

し
て
い
る
幻
州
・
心
仙
寺
を一

川
す
る

ふ
ろ
か
ま
、
川
川M
帆
叫
．M
機
を凡
叫
れ
す
る

州叫ん
H

の
火
災
，

r防
卜
し
五
九れ
な
却
制
礼
町
船
附

孝一必
め
ま
し
た
り

ふ
ろ
が
ま
の
取
付

可伊丹）｝）
ボ

イ

フ

4

般
家
雌
愉ザ
の
ボ
イ
ラ
ー
は
ト小
辺
部
分
か
ら

次
の
凶
の
よ
う
に
取
り
付
け
る

るねhリめ／
4
 1
 

司1か1勿
＼ 

給
湯
湯
沸
殺
備

給
湯
湯
沸
設
備
と
は
主
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
！
テ
ン

グ
等
に
使
用
す
る
湯
沸
設
備
で
す
。

次
の
図
の
よ
7
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

可燃：；；；

I I I’ 

60cm以よ

」ι

石
油
ス
ト
ー
ブ
等

総
動
パ
ス
ト
ー
ブ

・
行
油
、
ア
へ
ろ
は

掛川一
え
や
す
い
物
か
ら
凶
の
よ・
ヲ
に
徹
す
、

1;i射形

母島

日、量哩町一一一ョ，！ιn》

島
" 育I 00ιm J上•I· 

・ij＂’・50,-,.,1‘t

石油こんろ

q
d
n
U
η
ζ
 

灯
油
等
の
貯
蔵
・
取
緩
い

(8) 

灯
油
等

（灯
油
蜘

t
、
重
油
仰
の品
未

満
の
も
の
に
つ
い
て
）
を
貯
蔵
し
取
り

械
う
タ
ン
ク
の
周
囲
に
は
油
が
流
出
し

な
い

4
ヲ
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

必気管

ど；1110

・．
1川

重量

I t淘仰1, t · ~ 
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周囲を燃えやすい物・燃えない物で仕上げをした場合の離さなければならない距雌

（ ）内l.t燃えやすい物の場介

さ

よー＼＼二目 ~Ii 勝 （単位センチメートル）
ー『・4・・ーー・圃圃・ー ー－圃薗圃圃圃圃ー－・・・ー・圃圃由圃困・司園田園・－ー開時・・－，唱圃岡田園圃圃圃圃・ー －一一
fWJ }j 後 Jllj 

液 体 燃 事中 .；、 ろ カJ ま 50(60) 5( 15) 5( 15) ( 15) 
一 一

液体燃料jぷ風眼目j機 ダクト接続形 80(100) 5(15) 5(15) ( 15) 
ー

そ グ〉 他 80(100) 5(15) 5(15) (JOO) 
ーーー‘いー

ボ イ フ 一 50(60) 5(15) 5(15) (15) 

強制l強制排気..r¥ 50(60) 5(10) 5(10) ( 100) 
液 体 ポット

対j武形 そ グ〉 他 80(100) 5(15) 5(15) ( 150) 
燃 来｝ 式

120(150) 100(100) 100( 100) (100) 自然；対 iitl形
ストーブ

強制l~~排 ~~ 式 50(60) 5( JO) 5(10) ( 100) 

キ合 i~ j劫 沸 設 偽－ 50(60) 5(15) 5(15) (15) 

液 体 燃 料 ｜対流形
80( 100) 30(50) 30(50) {50) 

移動式ストーブ Jb. 射形 80(100) 30(50) 5(20) ( 100) 

液 体 燃 事：ト ’ ん ろ 80(100) (15) ( 15) (15) ー

A
1
副
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の
は
、
火

災
予
防
条
例
改
正
の

一
部
改
正
の
エ
な

部
分
で
す
。

－ら．，、

f
a
s，4 

詳
し
い
こ
と
は
消
防
署

（
宮

3
1
0
0
0
9）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
幻
回
富
山
県

書
初
大
会
参
加
者

l
Hお
日
に
行
わ
れ
た
県
出
初
大
会

選
々
会
に
お
い
て
、
推
せ
ん
に
入
社
さ

れ
た
次
の
打
々
が
2
川
H
H
に
行
わ
れ

る
山
山
以

h
初
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
す
。

ー＿till!
tt~nx " 
Jdml 
か

i坊悔必い水 4く藤小 jfrイヒ
!:,'; iJ ~ 問ぬ 1.:; 1；：； 問杉？cn 

ま Ll ！な忠：
み砂人.I型おこ’ m

i卒｛時Ifたき純輔 rみ う r
泊 i(I大 i(I・1:0; ・：；＼ 大 i(J7(1大

小
学
校
の
部

i
h
q
 
十位 州C

M せ ，，W
ん ，I,f~ 

II II ，， ，， ，， 三
年．

庭

内同
K

4
H

捕

せ

λ

推
せ
ん

II ，， 

富山県立雄峰高校
通信教育生募集 II 

II 2 
年

維
せ
ん

則
禁
の
部

，， II II 

f笹柑.e;
せ せ＼(I, II 
ん Ali

3 
年

II II ’I II 

農

山
崎

UK
賀

補

せ

ん

推
せ
ん

4 
年

II /I II II 5 
年

他：槽袋
せ せ1,(1, II 
ん ι誌

II II II 

この通伝教育では、働〈時m1が不胤削な
人や、通学に不便なie般の所に（主んでいる

人、または身体の総合が悪くて何日通’学で

きない人などが、いつでも、「n分の時間に
合わせてザ：ぶJ ことができます。

〔学 科〕

将泊料 ・家政科 ・衛生岩波利

〔提出期限〕

昭和56年 4月7日まで
’1 

桑
｛
寸
端
山
崎
（泊
｝

－

M

附
美
（泊
）

一周
谷
兵
紀
（
白
）

柏
木
は
る
み
（（口臼）

小
林

律
f
（南
）

消
水
由
附
（大
｝

水
品
克
成
（挽
）

水
品
良
子
（境
）

九
附
千
絵
｛泊
｝

小

林

斡

f
（南
）

大
倉
志
保
子
｛山
）

大
村

圭
吾
（泊
）

七
沢
聡
志
（
山
）

山

崎

隆

（山）

九
里
ル
弥
生
（
山
）

南
戊
朱
盟
（丘
）

市
戊
胤
チ
（．
4
）

道
則
由
美
（．h
）

山
口
ま
す
み
（南
）

藤
田

u
升
（大
）

II II II ，， II II ，， 

II 6 
年

符E 般~

H せせ平
ん λ量

II 

井
口
正
美
（泊
）

大
村
雅
人
（
泊
）

松
本
佳
代
子
（
泊
）

山
手
留
美
子
（
五
）

七
沢
真
智
チ
（
山
）

II II ，， 

中
学
校
の
部

－
年

推縛a
II せせ？？
んん貸

II ’I 

前
向
洋
之
（泊
）

大
森
警
世
（小
川
）

水
井
か
お
り
（小
川
）

山

崎

京
チ
（小
川
）

四
杉
真
由
美
（
小
川
）

山
田
宗
祐
（
泊
）

七
沢
智
津
子
（
小
川
）

谷
由
理
子
（
泊
）

藤
憐

以
子
（泊
）

尾
山
香
奈
子
（泊
）

小
桜
浩
美
（泊
）

広
川
恒
子
（小
川
）

川

上

晶
子
（
小
川
）

篠
田
智
恵

（泊）

，， II 2 .. 
年”

後継a
H せせ慢 II
んん蚕

II II II 

専攻科（保育科）生徒募集

4攻科は、高校卒業以上の一般女子（勤
労女子）を対象に して、 教旋をより深め、

とくに保育に関する専門的教益を？？得して

「保母に必要な笑1JJ をつけるよとができ

ます。

〔修業年限〕

〔募集人民〕

〔提出期間〕

昭和56年 3月26日まで

詳しいお問い合わせは、富山県立雄峰高

校（高山市赤江町1-45）まで。

(9) 

II II II 3 .. 
年”

推惨興
せせ許 II
んん昔

II II II 

2ヵ年

約80名
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郷
土
の
伝
説

西

東

た紙ぅ人 大空入
。 ・はあ変前 一江
八：川ちなのー年戸
両日こらも早~－~時
声高主集のの天 Ii代
のま村だがい後
神り 、っつい 期
仏山こたつ’伝の
ににち 。きえ天
匙；寄ら 農の明
雨りの 村な元
を、部 のい年
祈天孫 窮は （
願神で 状ど ー
しJ也ι村 はの七

し
か
し
．白
余
日
の
長
き
に
わ
た
り
一

滴
の
雨
訴
も
な
く
総
中
闘
の
人
々
は
も

ち
ろ
ん
、
山
崎
は
さ
ら
に
ひ
ど
く
、

一
飲
料
水
は
湘
れ
作
物
、
人
畜
は

一
生
色
を
失
い
明
日
の
存
命
も
風

一
前
の
と
も
し
び
で
あ
っ
た
。

一

こ
の
時

一
尼
僧
あ
り
山
崎
村

干
の

一
つ
の
厳
に
祭
壇
を
築
き
龍

一
り
7
日
間
断
食
桁
願
を
お
こ
な

A

っ
た
。

一

満
願
の
日
、
不
思
議
に
も
尼必、ふ、，、

」
掛
川
の
手
に
し
た
鉄
鉢
の
水
を
機

一
と
小
蛇
の
形
を
し
た

一
抹
の
婁

写
真
は
小
在
池
の

「三
温
輪
池
」

(59) 

鉄
鉢
と
小
蛇
池

0
小
在
池

l
山
崎
0

が
空
に
日
升
る
と
同
時
に
東
天
高
〈
雷
鳴

ど
、
、
ゆ
ヴ

怒
叫
・
閃
光
乱
射
し
満
天
墨
の
知
き
空

よ
り
大
雨
が
降
る
こ
と
一
夜
二
夜
に
お

よ
び
山
崎
は
も
と
よ
り
近
村
も
そ
の
慈

雨
に
よ
り
蘇
生
を
し
た
。

こ
の
時
使
用
し
た
欽
鉢
は
細
野
の
近

く
の
山
の
腰
に
埋
め
後
世
の
尚
水
の
予

防
と
し
た
。

こ
こ
が
自
然
池
の
形
に
変
わ
り
人
々

は
小
蛇
池
と
呼
ん
だ
と
い
う
の

新
着
図
書
案
内

朝
日
町
立
中
央
図
・
館

現

岱

知

歌

全

集

筑

摩

書

房

原

色

図

解

大

静

典

小

学

館

戦

後

政

治

裁

判

史

録

第

一
法
規

愛
玩
犬
の
飼
育
と
繁
殖
藤
井
孝
夫

手

話

へ

の

招

待

福

村

出

版

知
能
障
害
児
の
教
育
エ
ド
ア
ー
ル
、
セ
ガ
ン

女
に
わ
か
る
か
、
男
の
ホ
ン
ネ塩
閏
丸
出
力

庭

手

入

れ

全

科

家

の

光

協

会

住

宅

の

造

聞

大

山

陽

生

生

垣

門

塀

平
岡
典
明
外

手
づ
く
リ
の
人
形
だ
よ
り
大
官同
輝
美

ま
っ
す
ぐ
樹
む
幼
児
の
ニ

ッ
ト

主
婦
と
生
活
社

棋
械
あ
み
ニ

γ
ト

主
婦
の
友
社

全
国
比
較
わ
が
県
の
実
力
番
付合
人
栄

一

タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
を
引
き
川
向
け
ろ

ク
ラ
イ
ブ
・
カ
y
ス
ラ
｜

黙

の

十

字

架

高

嶋

村

誠

一

父

と

チ

水

上

勉

そ

の

年

の

冬

立

係

正

秋

南

風

古

内

勝

典

鬼

女

・

討

し

西

村

弁

行

コ
イ
ン
口
y
カ
｜
ベ
イ
ビ
ー
ズ村

上

能

成

準

，f

高
山
健
大

rA木
寛
之

秋

m佐
知
，

r

．h
味
康
Mm

三
好

微

立
松
和
平

嫉
M
州

学
生
作
家
の
鮮

背
申
替
の
門
科
起
筒
上

虹

を

織

る

上

小
川
判
長
ぬ
戊
維

商
戦
火
遊
び

母
さ
ん
か
ら
の
日
本
昔
話

（
本
好
き
な
チ
に
す
る
読
み
聞
か
せ
）

。
ひ
と
り
2
冊、

れ
ま
す
。

2
週
間
ま
で
借
り
ら

国

鉄

だ

よ

り

O
舟
見
街
道
踏
切
の

工
事
に
協
力
を

北
陸
本
線
舟
見
街
道
路
切
の
改
良
工

事
が
2
月
中
旬
頃
よ
り
砲
’
行
さ
れ
る
予

定
で
す
。

通
行
さ
れ
る
皆
同
僚
に
は
不
便
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
。

工
費
元
成
ま
て
町
民
の
皆
憾
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
踏
切
事
故
防
比
の

お
ね
が
い

－
積
雪
時
は
無
理
な
跨
切
通
行
を
や
め

立
体
交
差
を
利
用
す
る
。

－
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
器
用
。

－
踏
切
の
反
対
側
に
自
分
の
患
の
ス
ペ

ー
ス
が
で
き
て
か
ら
進
入
す
る
。

－
踏
切
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
非

常
ボ
タ
ン
ま
た
は
発
炎
筒
に
よ
る
列

一
加
入
者
電
々
債
券
は
満
期
日
に
額
面

一
舶
が
償
還
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
で

一
も

一
部
が
抽
せ
ん
に
よ
り
償
還
さ
れ
る

一
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

加
入
者
電
々
債
券

元
利
金
の
う
け
と
り
は

事
停
止
手
配
を
と
る
。

・
警
報
機
が
鳴
動
し
た
ら
絶
体
踏
切
に

進
入
し
な
い
。

(10) 

会
員
募
集

一
九
五

O
年
令
国
日
本
中
国
友
好
協

会
が
創
立
さ
れ
、
県
に
は
富
山
県
協
会

が
あ
り
ま
た
、
各
市
町
村
に
も
協
会
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
朝
日
地
区
に
お
い
て
も
協

会
の
結
成
を
準
備
中
で
す
。

｛結
成
総
会
三
月
第
一言

曜
の
王
疋
）

念
願
の
日
中
．
中
和
条
約
が
締
結
さ
れ

日
本
と
中
間
各
機
関
が
提
岨
柄
、
未
来
永

遠
に
わ
た
る
両
国
人
民
の
相
互
理
解
と

友
好
の
た
め
令
国
お
よ
び
県
協
会
の
支

按
の
も
と
に
各
経
多
憾
な
活
動
を
ひ
ろ

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

入
会
希
望
め
万
は
左
記
へ
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

僑
向
町
水
島
末
士口（
宮
2
1
0
7
4
8
）

満
期
に
な
っ
た
債
券
や
抽
せ
ん
に
あ

た
っ
た
債
券
に
は
以
降
の
利
息
が
つ
き

ま
せ
ん
。

お
て
も
と
の
償
券
を
お
し
ら
べ
の
7

え
、
す
み
や
か
に
受
取
り
く
だ
さ
い
。

当
せ
ん
番
号
や
受
取
り
方
法
は
朝
日

電
報
電
話
局
2
局
1
0
0
0番
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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雪
お
ろ
し
は
電
線
に
注
意

O
勺
お
ろ
し
の
と
き
は
屯
線
に
ふ
れ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
・

1

0
・
勺
で
本
の
伎
や
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ

が
屯
線
に
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ω

き報......………あ

北
電
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
が
散

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
危
険
な
筒

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
営
業
所
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力
側
的
営
業
所

（宮

3
1
0
0
2
8）

お
ぬ
で
危
＆
お
《
や
る

｛昭
和
同
年
l
H月
同
日
現
紅
｝

お
す
こ
や
か
に

I克 t克 t克

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

本
品

古
文
長
男
大
樹

水

島

茂

雄

長
女
学
美

水
位
向
和
弘
長
女
梓

ト－wd脅引
稔
A
F

’n

ム人権法律相談

時 2月17日（刈

午後 l時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委貝

上回憲二（宮 2-0127) 

在田祐芳（宮 2-2164) 

広野三郎（宮 2-1034) 

ご案内

政相談

第l、3火曜日
午前10時～午後3時
朝日町福位センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

相談ごと

A行

日時

犠所

相政貝

A心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター
(ft 3 -0756) 

日

場所

相談員

日

} J胞結路桜 M i1'f ・1:i山
ヶ 東水 t立

止 箇j悶I町町町’命的川
U

．．． 

，
 
．．
 
4
 

S
F

川

u

hv
・円

ι
I

’’t

・
2

小

児

町

商

保

池

谷

削

－
 
eノlJ
 

一
長
井
畑
H

究

－
4K
胤
叫

企
小
品

正

起

長
川
H
I起

竹

谷

捻

長

男

尚

ト仔崎…
υ
川
十
し
縦

二
%

．札
制

．石

本

英

生

二
川
力
叶
下

市
附
茂
明
憲
長
次
叫
ん
人
’
I

街
地
三
郎

二
次

ゆ
か
リ

よ
問
茂
災
犬
伝
附
力

品刀
打バ

大
計

三
仙波

二
次

絵

来

上
野
和
総
－
－
K
紗
代
f

長
井
古
山
川
υkm

M制

し仏
幡

州
川
以
山内

法
也

納
水
八
七
%

以
川
内
相
削

谷
U

M

M
．－一
切
尚
史

上

Hm
正
雄
一
以

K
出
来

七
滞
ι
邸
周

ニ
ル
弘
主
砲
f

お
し
あ
わ
せ
に

O
本

町

入

善

町

小大

（結

婚

）

和

信

之

松

山

灯

美

ド
i
bhu
k
b戸
f

H
VV

．R・7

所湯

A交通事故巡回相談

①日時 第3月曜日

午前IO時～午後 3時

黒部市中央公民館

第3水E催日

午前10時～午後3時

以魚津総合庁舎内

魚i沼地方県民相談室

場所

②日時

場所

O
本

町
人

普

町

O
下

山

新

入

善

町

お

く

や

I・.ド笹
繊償

足尾川

制坂折

松山上樋

永本島口

総

司

自品
川
チ

日
登
志

摩
佐
美

,Ji; .卜声tm若束中西抗
感 道 J~I 尊ぶ言下本
川下丁保町野町町町
目

泉佐谷官官中岩寺 t吏淡 i正

~t· 

直

治

（打
）

嘉

郎

（
η）

b
F
A

リ
の
（M
W）

外
次
郎
（刊
）

作
太
郎
（打
）

久
太
郎
（幻
）

首
（位
）

み
つ
ゑ
（
η）

閥

次

（
η）

チ

ヤ

（
η）

み挫 3仮谷

（死
亡
）

陣
地
川
崎
）

ふ九

つ
（
位
）

森

義

（侃
）

鳥井崎川崎 ii童日

大家／j；農協 2.附 7111

C> liB'f とく ,i'，さんより 2,5Wドl

b 日 東紛j織労働組イ~i(I 文部よリ

95,231111 

b扇谷工業所従裟以ーl司よリ

21.509ドl

高f島幸IJ夫さんよリ

3,554円

C>笹川小学校児窓会よリ 2,064 P.J 

C>ぬ．山市 中井きよさんより ク

リスマスプレゼントとして指定

的付 大家Et:保育所 5.000川
小lllf米有所 5, OOOJIJ 

C>小111出品Lit il.} ¥.l t:n ff~ より
6, 763~LJ 

C> di とく ~ さんよ り 3,000円

C> r制法農家組合uAさんより
3.6361'1 

会低下山健次さんよ り

62,000ドl

b宮崎柏木新市さんより

ひまわり会へ指定締付 7,594円

C>と〈名さんより 1.000μ1 

bと〈名さんより 3,000円

．多a

1 - 1; --f'l-i ；~l -i壇
朝日町善意銀行

C> ・11111毒

社会福祉のためにと、次の方々

から善意のf頁託があリました。

花井久義さんよリ

10,000円

I>月山 と〈 名さ んより 2,500円

I>朝日ロー タリ ー クラブより

73.200円

I>蟻塚

I>八日会

2.738円

5,515円

3,676円

814円

3,097円

3,252円

3,505円

5,601円

942問

2, 159円

1,819円

I>事事；伝的和

ドf崎漁協

あ さひ；｛t(本館）

II （別館）

かしま純

一 休

布機

宮崎鉱燥

大然食堂

信金泊支店

~鍬泊支店

北鍬泊支店

、‘．． a
’’
 －
E
E
A
 

‘，aa 
’’sa
・‘、

q
u
n
U司
3
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基
礎
技
術
を
中
心
に

指

導

朝
日
町
ス
キ
l
教
室
開
講

判
例
と
な
っ
た
側
H
町
ス
キ
｜
粉河
セ

は
同
酬
を
敬
え
、
今
年
は
民
叫
川
県
側
地

ん
ハ
川
除
ス
キ
｜
州
場
で
l
月
M
H
AK
｝
か

ら
l
H月
初
日
｛｛
川
｝
の
3
日
間
に
いぬ
リ

開
泌
さ
れ
ま
し
た
＠

3
自
問
と
も
小
寸
が
ち
ら
つ
き
ま

し
た
が
、
時
に
は
ム
け
や
止
が
広
が
り
太
陽

が
舶
を
の
ぞ
か
せ
る
と
い
う
ス
キ
ー
に

は
ま
ず
ま
ず
の
夫
候
で
、
ま
た
冷
え
込
み

報…・・……・…あ

が
厳
し
い
た
め
に
ゲ
レ
ン
デ
の
古
賀
が

よ
く
、
叫
綱
引
の
た
め
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
忠
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
ゲ
レ
ン
デ
に
入
る
前
に
初
少

的
な
知
泌
を
小
ぶ
と
い
う
こ
と
で

「
ス

キ
ー
の
州
共
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
の

必
誌
が
あ
り
、
そ
し
て
受
議
行
そ
れ
ぞ

れ
の
枚
以
に
応
じ
て
肝
細
成
が
な
さ
れ
、

別
別
に
以
内
叫
技
術
参
品
・
心
に
妓
術
指
仰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
呼
品
川
川
（制
H
ス
キ
l
ク
ラ
ブ

H
）

の
熱
心
な
、

き
め
の
細
か
い
指
導
に
受

必
い
れ
も
点
制
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
A
f
凶
の
受
泌
が
2
M
Uと
い

う
交
成
仏
れ
も
あ
リ

「今
年
は
も
勺
と
ト仁

子
に
な
ろ
う
ノ
」
と
い
う
気
迫
が
・ヲ
か

が
え
ま
しれ
J
司

3
日
間
と
い
う
知
．い
則
川
の
必
刊
引
け
で

は
あ
り
ま
し
た
が
‘
上
達
が

M
覚
ま
し

く
l
日
目
に
は
滑
れ
な
か
っ
た
人
も
、

松
終
日
に
は
大
き
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を
陥

い
て
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

武
道
大
会

第
4
回
朝
日
町
民
武
道
大
会
は
l
月
お

日
町
民
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
采

辺
、
剣
道
、
空
千
、
M
前
へ
H

の
4
帥
日
に

け
ご
ろ
の
技
を
鍛
い
あ
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
に
先
だ
っ
て
れ
武
道
の

悦
純
泌
氏
が
彼
派
さ
れ
る
と
と
も
に
、

m
m
M新
川
地
k
h
M等
ハ
チ
校
、

あ
印
刷

卜
新
川
郎
山
中
学
校
柔
道
大
会
も
行
わ

れ
、
武
道
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い

一
H
て

し
た
・
成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
ω

第
四
回

マ
第
内
田
下
新
川
郡
中
学
校
柔
道
大
会

。
川
体
制
刊
従

M
W

・山
中
下
位

次

勝

山f
A小川
小
ハ子
校

つ
州
人
戦

二

年
午
の
部
｝

A
K
J
E
爪
品
川
、

ぷ
剛
’
ノ
守
・
削
，
，vgm，

。
ム
し
み
広

（一
山
－

9札
川
氏
彦

（・山
｝

u
h
H
m糾

小
駒

沢

栄

（一山
－

＠
パ
山
木
川
内

－一川
v

ι閉
山

Y
A山
引
糾

φ
火
災
位
ぺ

（舟
）

①
欽
以
下
広

（山ト
ム

υ
削
人
戦

（二
年
生
の
部
｝

，， ’ （~） (J.) ff 
'''・ Ii)・ ~~々
~I~ !.!. •}ljl :,:_ 
員t学級
(111 ~リj

Ill・ iii 

＠安
itfl久
11({ I決
1主＇'1;

無
差
別
級

①
坂
藤
和
治
（
的
）

②
伝
沢
信
行
（
泊
）

マ
第
自
由
新
川
地
区
高
校
柔
道
大
会

O
凶
体
戦
優

勝

桜

井

尚

校

次

勝

魚

川

工

業

向

校

O
側
人
戦

鍵
…
段
折
の
郎

①
立
問
問
（
拡
）

②
何
人
村
氏

一
（
粍
｝

ト
何
段
者
の
部

①
波
辺

一
弘

（的
｝

＠
制E
V礼
也

（人
）

婦
人
・
高
校
・
中
学
対
抗

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

中
学
生
A
チ
l
ム
優
勝

－
川
同
日

（
H
）
午
前
九
時
か
ら
町

民
総
介
体
行
飴
で
、
中
学
生
・尚
校
生
－

M
人
5
チ
l
ム
が
参
加
し
、

リ
ー
グ
戦

で
り
わ
れ
、
熱
戦
の
す
え
小
学
生
A
チ

ー
ム
が
縦
勝
し
ま
し
た
。

川町ド
で
も
鎖
さ
ふ
み
削
っ
て
い
る
小
学

ルれ
で
L
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
的
叫
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

〈成

制

〉

①
中
学
生
八
チ
ー
ム

向
朴
汁
・
木
村
組
州
本
・
折
谷
組

大
村
・
州
村
組

問問
川
・
似
挫
組

以
川

・
本
川
組

②
い川校
生
八
チ
ー
ム

れけ－M
・
竹

内

組

以
川
・

製
本
組

q
d
n
U凋
U
寸

UK
井

・
広
凹
組

金
山

・
石
坂
組

①
婦
人
チ
l
ム

高
木

・
辺
用
組

消
水

・
向
－M
組

魚
津
・
柚
ト小
組

坂
本
・

長
谷
組

、‘．．
 
E

’’
 

n
yL
U
 

－－－－
－－
 
’’’
EE
‘、

松
下
・
・
水
品
組

柚
木
・

官
同
桜
組

岡山f;/

3 

f~t.~：1子
：勝計二。l

8-12 l勝 31吹

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

寒
さ
を
吹
き
と
ば
そ
う

ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
2
川
白
日

i
初

日

午

後
7
時
初
分

マ
制
H
町
民
総
合
体
育
鈷

マ

剛
力

f
刊
ト4
以
上

k
f
ω
J以
上
、

m
J以
下
別

マ
間
人
H

せ

判

H
町
民
総
A
H
体
行
館

制
H
町
教
育
安

μ会

｛広
鰍
あ
さ
ひ
1
月
号
参
照
）
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先
天
異
常
児
の
4
分
の
3
は

妊
娠
3
ヵ
月
ま
で
に
原
因
が

生
ま
れ
る
時
．

す
で
に
州
討
や
川
川
市

を
H
H
勺
て
い
る
よ
%
ゃ
ん
の
中
で
も
、

胎
H
M州
と
か
胎
児
州
と
い
わ
れ
る
の
は
、

低
似
3
ヵ
バ
ニ
ろ
ま
で
に
、
川
り
体
を
泊

仁
て
い
ろ
い
ろ
な
約
制
け
を
交
け
た
た
め

に
u
t
・
－
る
も
の
で
す

そ
れ
だ
け
に
、
川
町
阪
初
期
に
十

η
な

杭
ぷ
を
す
る
こ
と
が
必
裂
で
す

φ
rキ
ソ
プ
ラ
ズ
マ

・
風
疹

・
惇

Z

ど
の
感
染
を
，
ナ
防
し

（た
と
え
ば
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
，
ナ
防
に
は
ペ

ヴ

ト
を
迫
ざ
け
る
べ
必
要
に
応
じ
て
山
叫
ん

染
の
“
無
を
調
べ
る
検
作
を
企
け
る
d

③
楽
は
医
削
の
指
ぶ
に
従
・1

③

レ
ン
ト
ゲ

ン
出
拶
を
受
け
る
時
は
妊

2月の
健康

よ
い
子
を
産
む
た
め
に

． ． 

川
札
阪
を
知
り
た
時
、
久
性
に
は
ん
t
〈

紛
し
い
川
県
か
ひ
ら
け
ま
す
そ
し
て

だ
れ
も
が
心
身
共
に
地
胤
な
み
ち
ぐ
ん

の
誕
生
を
切
克
に肋．
い
ま
す

そ
ニ
て
、
ょ
ん
な
亦
ち
ぐ
ん
を
生
む

た
め
の
い
く
勺
か
の
心
刊
に
う
い
て
巧

え
て
み
ま
し
ょ・
7

似
し
て
い
る
ニ
と
を
必
ず
山
中
し
山
る

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
は

健
康
な
母
体
か
ら

紙
艇
と
わ
か
ゥ
た
ら
、
で
き
る
だ
け

uTく
妊
娠

M
を
し
て
、
り
，
・
1
健
康
子
艇

を
も
ら
い
ま
し
ょ
・1

他
府
な
ぶ
ち
ゃ
ん
手
産
む
た
め
に
は

ま
ず
吋
体
が
健
康
で
な
け
れ
ば
な
リ
ま

せ
ん
、
健
康
の
一一一本
れ
は
、
栄
長

・
逆
動
・

休
民
党
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
妊
娠

中
は
特
に
、
栄
長
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
、
適
度
の
運
動
、
十
分
な

時
服
と
休
養
を
心
が
け
、・
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
4

7
に
し
ま
し
ょ
・
7
。

生
活
を
摂
生
す
る
こ
と
や
、
定
期
的

に
健
康
診
食
を
受
け
る
こ
と
は
、
流
年

産
の
予
防
や
妊
娠
後
期
の
妊
娠
中
毒
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
毎
月
l
回
母
級
学
級

を
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
妊
娠
・分
娩
・

育
児
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
る
た

め
、
努
め
て
受
講
し
ま
し
ょ
う
。
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全体 制年1
55年1
54~ ［ 

悶 1
54年1
55年！

1.性

定；則血圧
果 （%）結別

25 0 

．袋精4長
22.2 

貧血検査

1.性別貧血者の割合 （%）

白川 区~5特 口問
24.7 

女男体全制

63.0 
2.1手令階紐・性別貧血者の割合（%）

53. J 

55.4 

61.8 

男

女
女

ど＼ト~4 . 8
30 

ー－554
32.5 

65.9 

2.年令階紐 ・性別結果 （%）

境界成 高 血 圧
官t 年令階級 .iE常

i翁Jfn.圧 II Ill 

29以下 84.4 14 .6 。 1.0 
30～ 39 71.1 18.5 4.7 5.7 

男
40～ 49 54.6 26. l 9.5 9.8 

50以上 43.7 27.5 15 .1 13.7 

29以下 93.4 6.0 0.3 0.3 

女
30～ 39 86.2 10.1 l. 9 1.8 

40～ 49 69.3 18.2 5.4 7 .1 

50以上 47.7 29.2 11. 8 11. 3 

15 . 1_~~~ 15.0 
－，・~－ --. ・’F14.2 

〆ヘ、）~＇前売
日
以
上

a
H
u

－

－司4
・

a

．、aa
－v

nu’
｝i

・
a

’

‘．e

‘．4・

n以
下

20 

10 

• 

116.7 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 
8.4ノ8.8， ， ， ， 

...... －~4 . 7 
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・・・54年

男
30 

n以
下
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20 
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｜みんなの保健（ 3月の事業案内

備考

「妊娠中の生理衛生」
母子手帳持参

区地象対S発A 
Z三

”
剖
吋

E
S
E－
 

者象対3長キ

区地全保健センター27 R 同ti: 級母親 学

母子手帳持参，， II 26 @ 55年 12J j ~七3ヵ月兜健診
母

子
1,500円検査料” 

院
科

病
形外
ifl 
~.~ 

26@ II 
股 関節脱 臼
検査

l歳 6ヵ月兜
骨量 診

保

母子手帳持参II 保健セ ンター25@ 54年 9 J j '!=. 
健

’t II II 19@ 52年 10JJ生3 ~食兜 健 診

1,000円倹資料自奇－
E4
 
l
 

ezL
 

協
所

央農
崎支山

4@  
γt ！ミ’！者i言参キ会胃成

” 
笹川
その他希望台

保健センター5@ 
人

生前改善
センター

900円倹主任料自な~＼ II@ II 検 弘A~ 人婦病

午前

9:30～l 1:00 

3@  r.・ マ！者i
予

1孟I也f、－.:L 

経

曲者山
十白比

l.{ I也｛米i剥

制｝hu 

午1jij I 
9:30～ l 1:30 I 山由，，if~公民館
午後
1 :on～ 3:00 I i上れ崎公i己館

!r-後
1:00～：J:oo 

!1 ： ~~ 
9 ： ：~0ー i1::m 

午後
仁川｝～ ：LJO

｛米俄センター健康体操教室
17@ 

l⑪ 

日（曜）I時
午後
1:00-:mo 
！＇：がj
9:00～10:00 

午前
10:00～i 1:00 

午後
1 :no～ 2:00 
午後
1:00～乙：00

午前
9:00～ 10:00 

!f ~1ij 
9:00～ 10:00 

!r後
l :30～ 2:30 

人）( ftrt! 防

食

法的！！＼r：；品
センター

ト・1 u新公i己館

生 7φ 
人 Lーll'rti 巡回栄養指導活

ぉ＠改

目I耐Llti町公l(S官
善

保健センター

定期日以外でも保健

婦、栄養士が馬iイ1・し
てL、るときは相談を

受けます。

~： 

日東区f

地

、
nH
ur
 

M
刊．，．
 
1
 
・・－

全

・・fc柳公 l(fi官II 

!I：後

一
＠
一
＠

一
＠

司
円
山
担
川

一
樹

一
服

一
樹

一
康

一
康

康

一
健

一
鍵

健

－
子

一
般

人

母

一

一

老

定
期
健
康
相
談

l :oo～ 3:00 6R 

m：~ i 1尚、私~｝；正 ~ii.I
rHi血8：者君子 16⑪ 

3月の休日救急診療当番医
29 22. 21 15 8 
日 H 日 日 日 1::1 
（ （ （ （ （ （ 

日 付 ＋兄 ti H 日
） ） ） ） ） ） 

松 Jt;え 中 1上 楠－

ff lR JI! 山々

医 I~ ~~. 医 医 医

院 院 院 院 院 F疋

一
φ 包 きき② 宮 きφ ft 
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。。-- --。
一 七)L υ 八台
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。
愛
の
献
血

協
力
者
芳
名

ー
ロ
月
実
施
分
｜

境
地
区

米

上
幸
明
、
水
品
和
彦
、
次
品
春
美
、

深
川

一
男
、
水
島
義
時

宮
崎
地
区
内
制
真
紀
了

笹
川
地
区
長
井
町
岬
乃
、
竹
内
義
明
、
竹
内
秀
字

泊
一
区

川
上
信
之
、
近
叫
和
夫
、
淡
弘
夫
、
子
出
場
幸
雄、

土

肘
勝
彦

泊
二
区

山
崎
志
子
、
米
国
健
次
、
午
崎
徳
子
、
米
間
尚
美
、

品
目
利
勝
、
魚
住

w
f、
下
川

U
M
m
f、
山
凶
義
光
、
似
建

陽
子
、
十
サ
崎
話
一帯
、
戸
川
明
美
、
加
緑
郎
男
、
伊
級
友
文
、

大
平
与

一

泊
三
区
以
来
義
じ
刷
、
込
足
新
作
、
山
崎
和
チ
、

岩
田

一
美、

川
内
削
俊
治
、
川
山
川
い
入
、
平
野
康
博
、
凶
小
修
、
問
沢
和
夫
、

削点
以
鈎
光
、
什
汁
U
市
兵
山
炎
、
内
川
康
弘
、
川
揃
キ
ミ

f
、土日

江
勝
広

五
箇
圧
地
区

大

橋

姶

司
、
古
川
術
、
殿
村
和

f
、
午

m狼
f
、

浜
川
ム
川
、
小山口
江
叫
”
が
、
永
井
泌
降
、
上
H

江
制
H
代
子
、
山
手
理

忠
f
、
追
分
由
美
f
、

南
保
地
区

瓜
生
紘

f

山
崎
地
区

久

我

u山
犬
、
稲
仙
一れ
、
大
．ル
勝
也
、
水
野
長
之

州
、
針
口
ヨ
シ
イ
、
必
け
が
維
〆
丁
、
仙
名
和
彦
、
初
悶
光
明
、

辻
久
美
子
、
秋
山
禿
樹

大
家
庄
地
区

広

川

康

f
、
水
肝
点
紀
子
、
中
川
敏
、
道
下
仁
、

巾
井
下
山
H
Y丁
、
前
川
広
久
、
柿
州
利
品
中

｛九
名
）
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来
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拠
出
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者死（本年累計4 数件1月の町内交通事故


